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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートに対して所定の処理を行う装置本体と、
　前記装置本体に対して開閉可能なカバーと、
　前記装置本体に設けられた発光部であって、光を発生する発光源と、前記発光源を制御
して前記光を発生させる制御基板と、前記制御基板に電気的に接続された配線とを有する
発光部と、
　前記発光源に対向配置され、前記カバーに設けられた表示部材であって、前記光が入射
する入射部と、第１方向に延設された細長の領域からなり、前記光を外部に出射する出射
部と、前記入射部から入射した光を偏向する偏向面を含み、前記偏向面によって偏向され
た光を前記出射部まで導光する導光部と、前記導光部によって導かれる前記光を、拡散さ
せつつ前記出射部に導く拡散手段とを有する表示部材と、
を備え、
　前記入射部および前記偏向面は、前記第１方向において前記出射部の一端側に配置され
、
　前記発光源から発生された前記光が前記第１方向と略直交する第２方向に向かって前記
入射部に入射されるように、前記入射部が前記発光源に対向して配置され、
　前記偏向面は、前記入射部に入射された前記光を、前記第１方向に偏向し、
　前記導光部は、前記出射部に沿って延びる導光路を形成し、前記偏向された光を前記導
光路において前記第１方向に導き、
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　前記拡散手段は、前記導光路に導かれた前記光を前記第２方向に導いて、前記出射部の
略全体にわたって拡散させる画像形成装置。
【請求項２】
　前記カバーは前記表示部材を保持する保持部材を備え、
　前記保持部材は、
　　前記第１方向に延び、前記表示部材が収容される収容溝と、
　　前記第１方向において前記収容溝の一方の端部に開口され、前記入射部に入射する前
記光が通過する入射孔と、
　　前記第１方向および前記第２方向と直交する方向において、互いに対向して前記収容
溝に突設される一対の位置決め片と、
　　前記収容溝において前記入射孔が形成された前記一方の端部とは反対の他方の端部に
配置された位置決め突部と、
　を備え、
　前記表示部材は、
　　前記導光部の前記第１方向に延びる一対の側壁にそれぞれ形成された一対の第１凹部
と、
　　前記導光部の前記偏向面が配置される前記一端側とは反対の他端側に形成された第２
凹部と、
　を備え、
　前記一対の位置決め片が前記一対の第１凹部に嵌められ、前記位置決め突部が前記第２
凹部に嵌められることで、前記導光部および前記入射部が位置決めされた状態で、前記表
示部材が前記収容溝に収容される請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の画像形成装置において、
　さらに、前記装置本体に設けられ、前記発光源から発生する前記光を前記表示部材に向
けて集光する集光部材を備えた画像形成装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の画像形成装置において、
　前記拡散手段は、凹凸形状を有し、前記出射部に対向する凹凸面で構成されている画像
形成装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の画像形成装置において、
　前記導光部は、前記出射部と対向する対向面を有し、
　前記導光路は、前記出射部と前記対向面との間に画定された光路であり、
　前記対向面が前記凹凸面である画像形成装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像形成装置において、
　前記凹凸面は、前記第１方向に沿って隣接する多数の溝部で構成されており、
　隣り合う一方の溝部と他方の溝部との間の凸部分は、１０°～７５°の範囲の頂角を有
する画像形成装置。
【請求項７】
　請求項３に記載の画像形成装置において、
　前記集光部材は、非球面形状を有するレンズであり、
　前記非球面形状は、前記光を前記表示部材に向けて集光することが可能に設定されてい
る画像形成装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の画像形成装置において、
　前記レンズは、前記光における所定の色をフィルターするフィルター機能を備えており
、
　前記レンズは交換可能に設けられている画像形成装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関し、特に、画像形成装置の状態情報を表示する表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置は、シート上に画像を形成する画像形成処理に伴って様々な状態情報を発
生させる。状態情報は、例えば、トナー不足、ジャム発生、シート不足を知らせる情報を
含む。表示装置は、そのような状態情報をユーザーに知らせる手段として、ＬＥＤ（発光
ダイオード）を用いることが多い（例えば特許文献１）。
【０００３】
　表示装置は、一般的に、発光部と、表示部とを含む。発光部は、発光源としてのＬＥＤ
と、画像形成装置の状態情報を検知する検知手段の検知に基づいてＬＥＤを制御して、光
を発生させる制御基板と、制御基板と検知手段とを接続する配線とを有する。表示部は、
ＬＥＤの光で状態情報を知らせる表示領域を有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１５６８７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　表示装置は、画像形成装置の装置本体の外装カバーや、自動原稿給紙装置の外装カバー
に設けられることが多い。外装カバーは、ジャム処理等のために開閉可能に取り付けられ
ている。そのため、ジャム処理等が完了した後に外装カバーが閉められるとき、制御基板
と検知手段とを接続する配線が、外装カバーに挟み込まれる場合がある。配線の挟み込み
が繰り返し発生すると、配線が損傷してしまい、ＬＥＤが適正に制御されなくなる。その
結果、ユーザーは状態情報を認識することができない。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑み、カバーの開閉に伴って配線が挟み込まれることを
防止することが可能な画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係る画像形成装置は、シートに対して所定の処理
を行う装置本体と、前記装置本体に対して開閉可能なカバーと、前記装置本体に設けられ
た発光部であって、光を発生する発光源と、前記発光源を制御して前記光を発生させる制
御基板と、前記制御基板に電気的に接続された配線とを有する発光部と、前記発光源に対
向配置され、前記カバーに設けられた表示部材であって、前記光が入射する入射部と、第
１方向に延設された細長の領域からなり、前記光を外部に出射する出射部と、前記入射部
から入射した光を偏向する偏向面を含み、前記偏向面によって偏向された光を前記出射部
まで導光する導光部と、前記導光部によって導かれる前記光を、拡散させつつ前記出射部
に導く拡散手段とを有する表示部材と、を備え、前記入射部および前記偏向面は、前記第
１方向において前記出射部の一端側に配置され、前記発光源から発生された前記光が前記
第１方向と略直交する第２方向に向かって前記入射部に入射されるように、前記入射部が
前記発光源に対向して配置され、前記偏向面は、前記入射部に入射された前記光を、前記
第１方向に偏向し、前記導光部は、前記出射部に沿って延びる導光路を形成し、前記偏向
された光を前記導光路において前記第１方向に導き、前記拡散手段は、前記導光路に導か
れた前記光を前記第２方向に導いて、前記出射部の略全体にわたって拡散させる。
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【０００８】
　本発明に係る画像形成装置によれば、装置本体に発光部が設けられ、装置本体に対して
開閉可能なカバーに表示部材が設けられている。つまり、発光部の制御基板は、装置本体
に設けられている。そのため、制御基板に電気的に接続された配線が、装置本体とカバー
との間に配索されない構成が得られる。これにより、装置本体において問題が発生し、そ
の問題解決のためにカバーが開閉されても、配線がカバーに挟み込まれること、ひいては
配線の損傷が防止される。したがって、発光源は適正に制御され、発光源の光が外部に出
射される。その結果、表示部材は、表示機能を果たすことができる。また、この構成によ
れば、導光部によって導かれる光は、拡散手段により、拡散されつつ出射部に導かれる。
そのため、出射部から出射される光が認識されやすくなる。これにより、表示部材の表示
性能が向上する。
【０００９】
　本発明の好ましい実施形態では、前記カバーは前記表示部材を保持する保持部材を備え
、前記保持部材は、前記第１方向に延び、前記表示部材が収容される収容溝と、前記第１
方向において前記収容溝の一方の端部に開口され、前記入射部に入射する前記光が通過す
る入射孔と、前記第１方向および前記第２方向と直交する方向において、互いに対向して
前記収容溝に突設される一対の位置決め片と、前記収容溝において前記入射孔が形成され
た前記一方の端部とは反対の他方の端部に配置された位置決め突部と、を備え、前記表示
部材は、前記導光部の前記第１方向に延びる一対の側壁にそれぞれ形成された一対の第１
凹部と、前記導光部の前記偏向面が配置される前記一端側とは反対の他端側に形成された
第２凹部と、を備え、前記一対の位置決め片が前記一対の第１凹部に嵌められ、前記位置
決め突部が前記第２凹部に嵌められることで、前記導光部および前記入射部が位置決めさ
れた状態で、前記表示部材が前記収容溝に収容される。
【００１０】
　本発明の更に好ましい実施形態では、画像形成装置は、さらに、前記装置本体に設けら
れ、前記発光源から発生する前記光を前記表示部材に向けて集光する集光部材を含む。
【００１１】
　この構成によれば、発光源から発生する光を表示部材に向けて集光する集光部材が設け
られている。そのため、発光部が装置本体に設けられる一方、表示部材がカバーに設けら
れることにより、発光部と表示部材が若干離間している構成であっても、光は発光部から
表示部材に向けて導かれる。これにより、表示部材が表示機能を果たすことが容易となる
。
【００１２】
　本発明のさらに他の好ましい実施形態では、前記拡散手段は、凹凸形状を有し、前記出
射部に対向する凹凸面で構成されている。
【００１３】
　この構成によれば、拡散手段である凹凸面は、その凹凸形状の特性により、光を第１方
向と直交する第２方向に導いて拡散させるので、光が単に第１方向に進む構成と比較して
、光をより効率的に拡散させることができる。
【００１４】
　本発明のさらに他の好ましい実施形態では、前記導光部は、前記出射部と対向する対向
面を有し、前記導光路は、前記出射部と前記対向面との間に画定された光路であり、前記
対向面が前記凹凸面である。
【００１５】
　この構成によれば、出射部に対向する対向面を凹凸面として形成するだけで、拡散手段
を形成することができる。
【００１６】
　本発明のさらに他の好ましい実施形態では、前記凹凸面は、前記第１方向に沿って隣接
する多数の溝部で構成されており、隣り合う一方の溝部と他方の溝部との間の凸部分は、
１０°～７５°の範囲の頂角を有する。
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【００１７】
　この構成によれば、凹凸面の溝部間の凸部分の頂角を、１０°～７５°とする簡単な構
造で、光を容易にかつ効率的に拡散させることができる。
【００１８】
　本発明のさらに他の好ましい実施形態では、前記集光部材は、非球面形状を有するレン
ズであり、前記非球面形状は、前記光を前記表示部材に向けて集光することが可能に設定
されている。
【００１９】
　この構成によれば、集光部材は、光を表示部材に向けて集光することが可能に設定され
た非球面形状を有しているので、発光部と表示部材が若干離間している構成であっても、
光を発光部から表示部材に向けて導くことが容易である。
【００２０】
　本発明のさらに他の好ましい実施形態では、前記レンズは、前記光における所定の色を
フィルターするフィルター機能を備えており、前記レンズは交換可能に設けられている。
【００２１】
　この構成によれば、レンズは色フィルター機能を備えているので、表示部材は特定の色
、例えばユーザーに好まれる色を出射することができる。これにより、表示部材のデザイ
ン性を向上させることができると共に、ユーザーが光を認識し易くすることができる。ま
た、レンズは交換可能に設けられているので、他の色をフィルターするフィルター機能を
有するレンズと容易に交換することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る画像形成装置によれば、制御基板に電気的に接続された配線が、装置本体
とカバーとの間に配索されないため、カバーの開閉に伴って配線が挟み込まれることを防
止することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像形成装置の外観を示す斜視図である。
【図２】自動原稿給紙装置の外観を示す斜視図である。
【図３】自動原稿給紙装置の表示装置の構成を概念的に示す模式図である。
【図４】カバーの開状態を示すと共に、表示装置の集光部材が本体ハウジングに取り付け
られた状態を示す斜視図である。
【図５】図５は、表示部材がカバーに取り付けられた状態を示す斜視図である。
【図６】表示部材を一方の側から見た斜視図である。
【図７】表示部材を他方から見た斜視図である。
【図８】図６のＶＩ－ＶＩ線に沿って切断した断面図である。
【図９】図８の模式図であり、表示部材における光の進行方向を示す。
【図１０】保持部材を、その第１保持面側から見た斜視図である。
【図１１】保持部材を、その第２保持面側から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施形態につき詳細に説明する。図１は、本発明の一
実施形態に係る画像形成装置１の外観を示す斜視図、図２は、自動原稿給紙装置３の外観
を示す斜視図、図３は、画像形成装置１の内部構造を示す断面図である。ここでは、画像
形成装置１として胴内排紙型の複写機を例示しているが、画像形成装置１は、プリンター
、ファクシミリ装置、或いは、これらの機能を備える複合機であってもよい。
【００２５】
　画像形成装置１は、略直方体形状の筐体構造を有し、胴内空間（胴内排紙部２４）と本
体ハウジング３０とを備えた装置本体２、および装置本体２の下側に組み付けられた増設
給紙ユニット４を含む。
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【００２６】
　装置本体２は、シートに対して画像形成処理を行う。装置本体２は、略直方体形状の下
部筐体２１と、下部筐体２１の上方に配設される略直方体形状の上部筐体２２と、下部筐
体２１と上部筐体２２とを連結する連結筐体２３とを含む。下部筐体２１には画像形成の
ための各種機器が収容され、上部筐体２２には原稿画像を光学的に読み取るための各種機
器が収容されている。下部筐体２１、上部筐体２２及び連結筐体２３で囲まれる胴内空間
が、画像形成後のシートを収容可能な胴内排紙部２４とされている。連結筐体２３は、装
置本体２の右側面の側に配置され、胴内排紙部２４へシートを排出するための図略の排出
口を有する。
【００２７】
　胴内排紙部２４として利用される前記胴内空間は、装置本体２の前面及び左側面におい
て外部に開放されている。ユーザーは、これらの開放部分から手を差し入れ、胴内排紙部
２４から画像形成後のシートを取り出すことが可能である。前記胴内空間の底面２４１は
、下部筐体２１の上面で区画され、排出されたシートが積載される。
【００２８】
　上部筐体２２の前面には、操作パネルユニット２５が突出して設けられている。操作パ
ネルユニット２５は、テンキー、スタートキーなどを含む操作キー２５１及びＬＣＤタッ
チパネル２５２などを備え、ユーザーからの各種の操作指示の入力を受け付ける。ユーザ
ーは、操作パネルユニット２５を通じて、印刷されるシートの枚数等を入力したり、印刷
濃度等を入力したりすることができる。
【００２９】
　下部筐体２１には、画像形成処理が施される記録シートを収容する給紙カセット２１１
が装着されている。増設給紙ユニット４もまた、画像形成処理が施される記録シートを収
容する給紙カセット４１、４２を含む。これら給紙カセット２１１、４１、４２は、自動
給紙用に設けられたカセットであり、大量の記録シートをサイズ別に収容することができ
る。また、給紙カセット２１１、４１、４２は、下部筐体２１又は増設給紙ユニット４の
前面から手前方向に引出可能である。なお、図３では、下部筐体２１の給紙カセット２１
１のみを描いている。
【００３０】
　装置本体２の右側面には、ユーザーに手差し給紙を行わせるための手差しトレイＭが装
着されている。手差しトレイＭは、手差しの記録シートが載置される。ユーザーは、手差
し給紙を行う場合、手差しトレイＭを開き、その上に記録シートを載置する。
【００３１】
　自動原稿給紙装置３は、装置本体２の上面に、その後側において回動自在に取り付けら
れている。自動原稿給紙装置３は、装置本体２における所定の原稿読取位置（所謂コンタ
クトガラスが組み付けられた位置）に向けて、複写される原稿シートを自動給紙する。一
方、ユーザーが手置きで原稿シートを所定の原稿読取位置に載置する場合は、自動原稿給
紙装置３は上方に開けられる。
【００３２】
　続いて、装置本体２の内部構造を簡単に説明する。下部筐体２１の内部には、トナーコ
ンテナー、中間転写ベルト、画像形成部、露光ユニット、及び上述の給紙カセット２１１
が収容されている。画像形成部は、フルカラーのトナー像を形成するために、イエロー（
Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）及びブラック（Ｋ）の各トナー像を形成する４つの
画像形成ユニットを備える。各画像形成ユニットは、感光体ドラムと、感光体ドラムの周
囲に配置された、帯電器、現像装置、一次転写ローラー及びクリーニング装置とを含む。
【００３３】
　帯電器は、感光体ドラムの表面を均一に帯電する。露光ユニットは、帯電後の感光体ド
ラムの周面に、原稿画像の画像データに基づく光を照射して、前記周面上に静電潜像を形
成する。現像装置は、感光体ドラム上に形成された静電潜像を現像するために、感光体ド
ラムの周面にトナーを供給する。一次転写ローラーは、中間転写ベルトを挟んで感光体ド



(7) JP 5433599 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

ラムとニップ部を形成し、感光体ドラム上のトナー像を中間転写ベルト上に一次転写する
。クリーニング装置は、トナー像転写後の感光体ドラムの周面を清掃する。トナーコンテ
ナーは、ＹＭＣＫ各色に対応する現像装置に各色のトナーを供給する。
【００３４】
　中間転写ベルト上に一次転写されたトナー像は、給紙カセット２１１から供給される記
録シートに、二次転写ローラーによって二次転写される。そして、記録シート上のトナー
像は、連結筐体２３の内部の定着装置によって記録シート上に加熱定着処理され、胴内排
紙部２４に向けて排出される。
【００３５】
　図２を参照して、自動原稿給紙装置３は、（装置本体２の一部の）本体ハウジング３０
、原稿給紙トレイ３１、原稿搬送部３２および原稿排紙トレイ３３を備える。本体ハウジ
ング３０は、自動原稿給紙装置３に備えられている各種の機構を収容する筐体であって、
原稿搬送部３２を収容する左側部分に、上方に隆起した前壁部３０１及び後壁部３０２を
有すると共に、右側部分に、ほぼフラットな低層部分を備えている。
【００３６】
　原稿給紙トレイ３１は、画像読取位置へ給送される原稿シートが載置されるトレイであ
って、本体ハウジング３０の給送口３０Ｈから延出するように、本体ハウジング３０に付
設されている。原稿給紙トレイ３１には、載置された原稿シートの幅合わせを行うための
一対のカーソル３１１が備えられている。
【００３７】
　原稿搬送部３２は、原稿給紙トレイ３１上の原稿シートを、画像読取位置を経由して原
稿排紙トレイ３３まで搬送する搬送路及び搬送機構を備える。原稿搬送部３２は、カバー
３４によって覆われている。
【００３８】
　カバー３４は、前壁部３０１および後壁部３０２の間で本体ハウジング３０に対して開
閉可能に設けられた部材であって、上側カバー部分３４１と、前側カバー部分３４２とを
有する。上側カバー部分３４１は原稿搬送部３２を上方から覆っている。前側カバー部分
３４２は、原稿搬送部３２を前方から覆う部分であって、カバー３４の開閉に応じてハウ
ジング３０の前壁部３０１の上面に対して接離する。
【００３９】
　原稿排紙トレイ３３は、原稿画像が光学的に読み取れた後の原稿シートが排出されるト
レイである。本体ハウジング３０の右側における前記低層部分の上面が、原稿排紙トレイ
３３とされている。
【００４０】
　自動原稿給紙装置３は、表示装置５０をさらに含む。表示装置５０は、自動原稿給紙装
置３が原稿シートを画像読取位置に搬送するときの自動原稿給紙装置３の状態情報を表示
する。図３は、表示装置５０の構成を概念的に示す模式図である。
【００４１】
　表示装置５０は、発光部５１と、表示部材５２と、集光部材５３とを含む。発光部５１
および集光部材５３は、本体ハウジング３０に設けられている一方、表示部材５２は、カ
バー３４に設けられている。
【００４２】
　発光部５１は、光を発生するＬＥＤ等の発光源５１１と、発光源５１１が実装され、発
光源５１１を制御する制御基板５１２と、制御基板５１２とセンサ５４とを電気的に接続
する配線５１３とを有する。センサ５４は、自動原稿給紙装置３の状態情報を検知するセ
ンサ５４であって、例えば、原稿給紙トレイ３１上に原稿シートがセットされたか否かを
検出する。制御基板５１２は、センサ５４によって状態情報が検知されたときに発光源５
１１を制御して発光させる。配線５１３は、センサ５４から制御基板５１２にセンサ信号
を伝送する。なお、状態情報は、原稿シートのセットの有無に限定されず、原稿シートの
ジャム発生の有無をユーザーに知らせるものであってもよい。
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【００４３】
　表示部材５２は、発光源５１１からの光を外部に出射する。ユーザーは、出射された光
を視認することで、状態情報を認識する。表示部材５２の構造は後で詳述する。
【００４４】
　集光部材５３は、発光源５１１の光Ｌを集光して、光Ｌを表示部材５２に導くことが可
能な形状に設定された透明または半透明のレンズである。上述したように、発光部５１は
本体ハウジング３０に設けられている一方、表示部材５２はカバー３４に設けられている
ため、発光部５１の発光源５１１と、表示部材５２の後述する入射部５２１（図７参照）
とが、光Ｌの進行方向において若干離間した構成となっているが、集光部材５３によって
光Ｌを表示部材５２に向けて導くことができる。集光部材５３は、好ましくは、非球面形
状を有するレンズである。レンズを非球面形状に設定することで、光Ｌを表示部材５２の
入射部５２１に導くことが容易となる。
【００４５】
　また、集光部材５３は、光Ｌにおける所定の色をフィルターするフィルター機能を備え
たレンズであり、交換可能に設けられている。そのため、表示部材５２は、後述する表示
領域５２２（図６参照）から、特定の色、例えばユーザーに好まれる色を出射することが
できる。これにより、表示領域５２２のデザイン性を向上させることができると共に、ユ
ーザーが光Ｌを認識し易くすることができる。さらに、レンズは交換可能に設けられてい
るので、他の色をフィルターするフィルター機能を有するレンズと容易に交換することが
できる。
【００４６】
　図４は、カバー３４ の開状態を示すと共に、集光部材５３が本体ハウジング３０に取
り付けられた状態を示す斜視図である。カバー３４は、本体ハウジング３０の後壁部３０
２とカバー３４とを連結するヒンジ３４３によって原稿搬送部３２に対して開閉可能であ
る。カバー３４が図４のように開放されると、原稿搬送部３２を構成する搬送本体部３２
０および搬送路３２１が外部に露出する。搬送本体部３２０は、図略のピックアップロー
ラーおよび給紙ローラーを有し、原稿給紙トレイ３１上に載置された原稿シートＰは、ピ
ックアップローラーおよび給紙ローラーによって給送口３０Ｈから搬送路３２１に搬送さ
れる。搬送路３２１は、本体ハウジング３０側の第１ガイド面３２１Ａと、カバー３４側
の第２ガイド面３２１Ｂ（図５参照）との間に画定されている。第１ガイド面３２１Ａに
は、原稿シートＰの搬送を円滑に行うために、ガイドリブ３２２が形成されていると共に
、搬送ローラー３２３が配設されている。
【００４７】
　集光部材５３は、本体ハウジング３０の前壁部３０１の上面から上方に突出する取付壁
３０３に取り付けられている。取付壁３０３は、カバー３４が開放されると、外部に露出
する壁部であり、取付壁３０３と後壁部３０２との間に、搬送本体部３２０が配置されて
いる。取付壁３０３の前面には、集光部材５３の形状に対応する開口３０３ａが形成され
ており、集光部材５３は、開口３０３ａに嵌め込まれたうえで、両側部を保持片５３２に
よって保持されている。発光部５１の発光源５１１は、集光部材５３に対向する位置で、
取付壁３０３または搬送本体部３２０に設けられている。制御基板５１２も、取付壁３０
３または搬送本体部３２０に設けられている。図４では図示を省略しているが、センサ５
４は搬送本体部３２０に設けられており、配線５１３（図３）は、取付壁３０３の背後で
センサ５４と制御基板５１２との間で配索されている。したがって、配線５１３は、カバ
ー３４が開放されても、図４から明らかなように、外部に露出しない。
【００４８】
　図５は、カバー３４の開状態を示すと共に、表示部材５２がカバー３４に取り付けられ
た状態を示す斜視図である。カバー３４は、上述したように、上側カバー部分３４１と前
側カバー部分３４２とを有する。上側カバー部分３４１の裏面は、搬送路３２１の第２ガ
イド面３２１Ｂとして構成されている。第２ガイド面３２１Ｂには、原稿シートを円滑に
搬送するために、ガイドリブ３２４が形成されていると共に、搬送ローラー３２５が配設
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されている。
【００４９】
　表示部材５２は、保持部材５５によって前側カバー部分３４２の裏面に保持されている
。保持部材５５は、前側カバー部分３４２の裏面に対向する第１保持面５５２（図１０参
照）において表示部材５２を保持しているため、表示部材５２は、図５では視認できない
状態となっている。保持部材５５は、入射孔５５５を有する。入射孔５５５は、集光部材
５３を挟んで発光源５１１に対向する位置に形成されている。発光源５１１からの光は、
集光部材５３によって集光されて、入射孔５５５に入射する。入射孔５５５に入射した光
は、表示部材５２に進む。保持部材５５の構造については後で詳述する。
【００５０】
　次に、図６～図９を参照して表示部材５２について説明する。図６は、表示部材５２を
一方の側から見た斜視図である。図７は、表示部材５２を他方から見た斜視図である。図
８は、図６のＶＩ－ＶＩ線に沿って切断した断面図である。図９は、図８の模式図であり
、表示部材５２における光の進行方向を示す。
【００５１】
　表示部材５２は、入射部５２１と、表示領域５２２と、導光部５２３とを有し、それら
が一体に成形された樹脂レンズである。
【００５２】
　入射部５２１は、円柱型を呈しており、発光源５１１に対向する入射面５２１ａを有す
る。入射部５２１の入射面５２１ａおよび保持部材５５の入射孔５５５は、発光源５１１
からの光の光軸上に位置している。発光源５１１からの光は、入射孔５５５を通り、入射
面５２１ａに入射する。
【００５３】
　表示領域５２２は、入射面５２１ａに入射した光を外部に出射する出射部である。表示
領域５２２は、光の出射によって点灯し、ユーザーは、点灯を視認することで、状態情報
を認識する。表示領域５２２は、光が入射面５２１ａに入射する入射方向Ｄ０と略直交す
る面上に延在する細長の領域である。
【００５４】
　導光部５２３は、入射面５２１ａから入射した光を表示領域５２２まで導光する細長の
部分であって、偏向面５２４と、導光路ＬＰとを有する。偏向面５２４は、光の入射方向
Ｄ０から見て入射面５２１ａに対向する位置に形成されている。偏向面５２４は、入射面
５２１ａから入射した光を、入射方向Ｄ０と略直交する方向（以下、第１方向Ｄ１という
）に偏向させる。偏向面５２４の角度は、約４５度である。導光路ＬＰは、第１方向Ｄ１
に沿って延びており、偏向面５２４によって偏向された光を第１方向Ｄ１に導光する。導
光路ＬＰは、表示領域５２２に対してほぼ平行に延びている。
【００５５】
　表示部材５２は、さらに、拡散手段を有する。拡散手段は、導光路ＬＰによって導かれ
る光を、拡散させつつ表示領域５２２に導く。導光部５２３は、表示領域５２２に対向す
る対向面５２５を有する。導光路ＬＰは、表示領域５２２と対向面５２５との間に画定さ
れた光路である。本実施形態では、対向面５２５は、凹凸形状を有する凹凸面に形成され
ており、凹凸面５２５が拡散手段を構成する。
【００５６】
　凹凸面５２５は、第１方向Ｄ１に沿って隣接する多数の溝部５２６で構成されている。
凹凸面５２５の凹凸形状、つまり、各溝部５２６の形状や溝部５２６の配列構成は、光を
第１方向Ｄ１と略直交する第２方向Ｄ２に導いて、光を表示領域５２２の略全体にわたっ
て拡散させることが可能なように設定されている。例えば、凹凸面５２５における隣り合
う一方の溝部５２６と他方の溝部５２６との間の凸部分５２７は、１０°～７５°の範囲
の頂角αを有するように設定されている。凹凸面５２５は、光を第１方向Ｄ１から第２方
向Ｄ２に導いて拡散させるので、光が単に第１方向Ｄ１に進む構成と比較して、光をより
効率的に拡散させることができる。そして、溝部５２６間の凸部分５２７の頂角αを１０
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°～７５°とする構造は容易に形成することができ、そのような角度設定により、光を容
易にかつ効率的に第２方向Ｄ２に拡散させることができる。
【００５７】
　上記構成の表示部材５２では、発光源５１１からの光は、まず、集光部材５３によって
集光されて保持部材５５の入射孔５５５に導かれる。光は、保持部材５５の入射孔５５５
を通り入射部５２１の入射面５２１ａに入射する。入射方向Ｄ０に進んでいる光は、導光
部５２３の偏向面５２４により、入射方向Ｄ０と略直交する第１方向Ｄ１に偏向される。
そして、第１方向Ｄ１に偏向された光は、拡散手段である凹凸面５２５により、第１方向
Ｄ１から、該第１方向Ｄ１と略直交する第２方向Ｄ２に拡散されつつ偏向される。第２方
向Ｄ２に偏向された光は、表示領域５２２の略全体にわたって拡散され、拡散された状態
で表示領域５２２から外部に出射される。これにより、光が表示領域５２２から出射され
る光量が増大して、表示領域５２２から出射される光は、ユーザーにとって認識しやすい
ものとなる。このように、凹凸面５２５を用いることで、表示部材５２の表示性能が向上
する。また、光は集光部材５３によって集光された状態で入射面５２１ａに入射するので
、所定の光量を備えた光が導光部５２３に導光される。これにより、表示部材５２が表示
機能を果たすことが容易となる。
【００５８】
　次に、図１０および図１１を参照して、表示部材５２を保持する保持部材５５について
説明する。図１０は、保持部材５５を、その第１保持面５５２側から見た斜視図である。
図１１は、保持部材５５を、その第２保持面５５３側から見た斜視図である。保持部材５
５は、上述したように、表示部材５２をカバー３４の前側カバー部分３４２の裏面に保持
する部材であって、矩形の本体部５５１を有する。本体部５５１は、前記裏面に対向する
第１保持面５５２と、第１保持面５５２とは反対側に位置し、カバー３４が閉状態のとき
に取付壁３０３に対向する第２保持面５５３とを有する。なお、前側カバー部分３４２に
は、表示部材５２の表示領域５２２の形状に対応する開口３４２ａ（図２参照）が形成さ
れており、表示部材５２が前側カバー部分３４２に保持された状態では表示領域５２２は
、開口３４２ａを通して外部に臨んでいる。
【００５９】
　第１保持面５５２には、収容溝５５４が形成されている。収容溝５５４は、本体部５５
１の長手方向に延びる溝であって、表示部材５２の入射部５２１および導光部５２３を収
容することが可能な形状を有する。収容溝５５４の一方の端部には、上述の入射孔５５５
が形成されている。導光部５２３は、対向面５２５が収容溝５５４の底部に接触した状態
で収容溝５５４に収容される。収容溝５５４には、該収容溝５５４の延在方向と直交する
方向かつ互いに対向する方向に突出する一対の位置決め片５５８が形成されている。収容
溝５５４には、さらに、入射孔５５５が形成された端部とは反対側の端部において、位置
決め突部５５９が形成されている。一方、導光部５２３は、長手方向に延びる両側壁のそ
れぞれに形成された第１凹部５２８と、偏向面５２４が形成された端部とは反対側の端部
の底面に形成された第２凹部５２９とを有する。導光部５２３の第１凹部５２８に位置決
め片５５８を嵌めると共に、第２凹部５２９に突部５５９を嵌めることで、導光部５２３
および入射部５２１を位置決めした状態で収容溝５５４に収容することができる。
【００６０】
　本体部５５１は、長手方向に延びる側縁から、長手方向と略直交する方向に延びる係止
片５５７と、収容溝５５４の近傍で長手方向に隣接する３つの係止孔５５６とを有する。
カバー３４の前側カバー部分３４２の裏面には、係止片５５７を係止することが可能な第
１係止部３４２ｂと、係止孔５５６に嵌入可能な第２係止部３４２ｃとが形成されている
。表示部材５２の導光部５２３および入射部５２１が収容溝５５４に収容されたうえで、
本体部５５１の係止片５５７を第１係止部３４２ｂに係止させると共に、係止孔５５６に
第２係止部３４２ｃを嵌入させることで、表示部材５２の表示領域５２２が開口３４２ａ
に臨んだ状態で表示部材５２が前側カバー部分３４２の裏面に保持される。
【００６１】
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　以上説明した本実施形態に係る画像形成装置１の自動原稿給紙装置３では、本体ハウジ
ング３０に表示装置５０の発光部５１が設けられ、本体ハウジング３０に対して開閉可能
なカバー３４に表示装置５０の表示部材５２が設けられている。つまり、発光部５１の制
御基板５１２は、本体ハウジング３０側（実施形態では、取付壁３０３または搬送本体部
３２０）に設けられている。そのため、制御基板５１２に電気的に接続された配線５１３
が、本体ハウジング３０とカバー３４との間に配索されない構成が得られる。本実施形態
では、配線５１３は、取付壁３０３の背後でセンサ５４と制御基板５１２との間で配索さ
れている。したがって、配線５１３は、カバー３４が開放されても、図４から明らかなよ
うに、外部に露出しない。これにより、本体ハウジング３０に設けられた原稿搬送部３２
においてジャム等の問題が発生し、その問題解決のためにカバー３４が開閉されても、配
線５１３がカバー３４に挟み込まれること、ひいては配線５１３の損傷が防止される。し
たがって、発光源５１１は適正に制御され、発光源５１１の光が表示領域５２２から外部
に出射される。その結果、表示部材５２は、表示機能を果たすことができ、ユーザーは状
態情報を認識することができる。
【符号の説明】
【００６２】
１　画像形成装置
３　自動原稿給紙装置
３０　本体ハウジング（装置本体）
３２　原稿搬送部
３４　カバー
３４１　上側カバー部分
３４２　前側カバー部分
５０　表示装置
５１　発光部
５１１　発光源
５１２　制御基板
５１３　配線
５２　表示部材
５２１　入射部
５２１ａ　入射面
５２２　表示領域（出射部）
５２３　導光部
５２４　偏向面
５２５　凹凸面（拡散手段）
５２６　溝部
５２７　凸部分
５３　集光部材
５５　保持部材
５５５　入射孔
Ｄ０　入射方向
Ｄ１　第１方向
Ｄ２　第２方向
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